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謹
賀
新
年
年
頭
の
ご
挨
拶

～
悠
々
と
急
げ
～

高
円
寺
氷
川
神
社

宮
司

松
井

美
加
子

令
和
二
年

元
旦

新
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
御
国
の
安
寧
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

氏
子
崇
敬
者
や
関
係
者
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
天
皇
陛
下
が
ご
即
位
を
迎
え
、
平
成
の
御
代
か
ら

新
た
な
御
代
へ
替
わ
り
ま
し
た
。
平
成
と
い
う
時
代
が
終
わ

り
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は

大
き
な
台
風
と
集
中
豪
富
が
日
本
列
島
を
襲
い
、
大
規
模
な

水
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
多
数
の
方
々
が
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
共
に
、

今
な
お
被
災
生
活
を
懸
命
に
営
み
続
け
て
お
ら
れ
る
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新
時
代
で
は
改
め
て
大

自
然
の
存
在
に
感
謝
し
、
共
存
し
て
い
く
と
い
う
考
え
を

日
々
の
生
活
で
意
識
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
神
社
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
に
本
社
神
輿
が
誕

生
す
る
と
い
う
慶
事
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
神
幸
祭
も
氏
子
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
全
て
の
関
係
者

の
ご
協
力
、
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
、
無
事
に
斎
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
”
悠
々
と
急
げ
“
を
肝
に
銘
じ
て
「
足
場
固
め
」

の
一
年
と
し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
ま
で
先
代
の
方
々
が

築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
や
歴
史
を
継
承
し
つ
つ
も
、
新
た
な

時
代
に
対
応
す
べ
く
、
日
々
知
恵
を
絞
り
、
身
体
を
動
か
し

て
、
汗
を
か
き
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年
が
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な

る
よ
う
に
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

初詣の参拝者
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昨年より多くの参拝者を迎えることができました

綺麗に落ち葉を除去
して戴きました

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

年
末
に
は
除
夜
祭
、
令
和
二
年
を
迎
え
る
と
同
時
に
元
旦

祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

神
事
前
に
は
氏
子
の
皆
様
よ
り
年
末
ま
で
に
納
め
て
戴
い

た
御
神
札
や
御
守
を
お
焚
き
上
げ
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
年
を
迎
え
る
と
同
時
に
除
夜
太
鼓
の
儀
を
行
い
、
元
旦
祭

斎
行
と
な
り
ま
し
た
。
祝
詞
で
は
今
年
一
年
に
お
け
る
国
家

と
氏
子
の
皆
様
の
安
寧
、
繁
栄
、
健
康
を
祈
念
し
ま
し
た
。

元
旦
祭
終
了
後
は
氏
子
青
年
会
の
ご
奉
仕
に
よ
る
甘
酒
、

お
神
酒
の
提
供
が
な
さ
れ
、
多
く
の
参
拝
者
に
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
元
旦
か
ら
の
初
詣
で
は
多
く
の
参
拝
者
に
お
越
し
戴

き
ま
し
た
。
今
年
一
年
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

氏
子
青
年
会
の
伊
藤
さ
ん
は
毎
年
夜
通
し

で
お
焚
き
上
げ
を
手
伝
っ
て
戴
い
て
ま
す

令
和
２
年

元
旦
祭
斎
行

氏子青年会より甘酒とお神酒の提供を戴きました

年明けと同時に多くの参拝者がお越しになりました

氏子青年会の皆様
温かい甘酒とお神酒で身体を温める
ことができました

お焚き上げの様子

厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
の

宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上

～
初
詣
の
様
子
～
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高圧洗浄機で作業を進める金子さん

令
和
二
年
新
年
奉
納
者
御
芳
名

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

順
不
同
・
敬
称
略

金
弐
萬
円

村
田
光
紘

金
壱
萬
円

グ
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ル

高
円
寺
中
通
町
会

五
明
礼
次
郎

佐
治
珠
美

金
伍
阡
円

杉
山
幸
一

浅
井
俊
昭

㈱
装
飾
フ
ジ
シ
マ

佐
藤
順
子

㈲
柏
屋

峰
広
光
生

金
参
阡
円

浅
井
和
子

清
酒

鏡
餅

村
田
光
紘

㈱
小
林
米
店

高
円
寺
交
通
㈱

菅
野
信
子

佐
治
珠
美

㈲
小
町
酒
店

恵
比
寿
ク
リ
ニ
ー
ク
産
後
整
体
院

㈱
ガ
ッ
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

㈱
ペ
ン
ギ
ン

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
南
関
東
東
京
事
業
部
東
京
北
支
店

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
高
円
寺
駅

㈱
小
さ
な
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

合
同
会
社
Ｉ
Ｌ
Ｓ
Ｋ

氷
川
神
社
の
匠

～
其
の
十
三
～

一
昨
年
９
月
よ
り
開
始
し
た
日
々
の
境
内
清
掃
整
備
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
日
々
神
社
が
清
ら
か
に
変
化
し
て
い
く

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
境
内
各
所

や
備
品
な
ど
の
修
復
、
整
備
も
並
行
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

金
子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
老
朽
化
、
損
傷
し

た
も
の
を
丁
寧
に
手
作
業
で
修
復
し
、
新
た
な
命
を
吹
き
込

み
、
ま
た
新
た
な
も
の
を
作
り
出
し
て
く
れ
て
ま
す
。

今
月
紹
介
す
る
の
は
「
気
象
神
社
・
氷
川
神
社
末
社
大
掃

除
」
で
す
。
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
気
象
神
社
拝
殿
、
氷

川
神
社
末
社
を
高
圧
洗
浄
機
を
使
い
汚
れ
を
除
去
し
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
綺
麗
に
な
り
、
気
持
ち
よ
く
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
金
子
さ
ん
と
山
本
さ
ん
の
力

を
借
り
つ
つ
一
つ
一
つ
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
綺
麗
に

磨
か
れ
た
気
象
神
社

末社も丁寧に磨かれました
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㈱横浜DeNAベイスターズの皆様

㈱横浜DeNAベイスターズ

気
象
神
社

(

晴
天
祈
願
祭)

気
象
神
社
で
は
個
人
・
法
人
向
け
の
気
象
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
祈
願
祭
を
執
り
行
っ
て
ま
す
が
、
今
回
は
毎
年
晴
天

祈
願
に
お
越
し
に
な
る
法
人
様
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月
６
日(

月) 

㈱
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
様
が
晴
天
祈
願
の
為
に
御
来
臨
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
か
ら
毎
年
１
月
に
お
越
し
戴
い
て
お
り
、

晴
天
祈
願
の
神
事
を
斎
行
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
。

プ
ロ
野
球
球
団
を
運
営
す
る
同
社
の
ホ
ー
ム
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
「
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
す
が
、
屋
外
ス

タ
ジ
ア
ム
の
た
め
、
試
合
消
化
や
集
客
は
天
気
に
左

右
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

球
団
側
の
熱
心
な
営
業
努
力
も
あ
り
、
集
客
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
観
客
動

員
数
が
球
団
初
の
２
０
０
万
人
を
超
え
て
、
そ
し
て

２
０
１
９
年
は
最
速(

６
４
試
合
目)

で
２
０
０
万
人

に
到
達
し
ま
し
た
。

今
年
は
三
原
一
晃
専
務
取
締
役
球
団
代
表
、
木
村

洋
太
取
締
役
副
社
長
以
下
９
名
の
役
職
員
の
方
々
が

お
越
し
に
な
り
、
今
年
一
年
が
晴
天
と
な
る
よ
う
に

祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
間
も
な
く
始
ま
る
春
季
キ
ャ
ン
プ
に
お
い

て
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
怪
我
無
く
ス
タ
ッ
フ
や
職
員

の
皆
様
が
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
シ
ー
ズ

ン
が
始
ま
れ
ば
、
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
フ
ァ
ン
で
青
く
染

め
ら
れ
た
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
と
雲
一
つ
な
い
青
い
空

と
が
一
体
化
す
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
は
氏
子
の
子
供
た
ち
を
連
れ
て
横
浜
ス
タ
ジ

ア
ム
に
応
援
に
行
く
企
画
を
考
え
て
実
行
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
関
係
者
皆
様
の
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

最
近
は
企
業
様
、

団
体
様
か
ら
の
祈
祷

依
頼
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
晴
天
祈
願
を

は
じ
め
と
す
る
気
象

に
関
す
る
各
種
祈
願

を
承
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

『
日
本
唯
一
』
の
気
象
神
社
に
は
連
日
多
く

の
参
拝
者
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
参
拝
後
は

気
象
神
社
の
授
与
品
を
お
求
め
に
な
ら
れ
る
方

も
増
え
て
お
り
ま
す
。
毎
月
気
象
神
社
の
授
与

品
を
紹
介
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

気
象
神
社
授
与
品
の
紹
介
④

今月は「てるてる守り」の紹
介です。

見た目の通り、てるてる坊主
の形をしたお守りです。晴天祈
願に加えて、「ご自身の“心”も
晴れやかになる」ように祈願さ
せて戴きました。色は赤と青の
二種類ございます。遠方からお
求めになる方はもとより最近は
外国人の方もお求めになること
が増えております。

気象神社【てるてる守り】

てるてる坊主の形をした
てるてる守り

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

晴天祈願の様子
連夜大盛況の横浜スタジアム

てるてる守り
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第
６
６
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

昨
夏
、
第
６
６
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
が

開
催
さ
れ
、
日
本
大
学
第
二
高
等
学
校
放
送
部
が
参
加
し

ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
作
品
は
「
日
本
唯
一
！
？
天
気
の

神
社
は
高
円
寺
に
あ
り
！
」
。
気
象
神
社
を
題
材
に
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
を
作
成
し
て
、
全
国
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。
何
度
か
取
材
や
ロ
ケ
に
お
越
し
に
な
り
完
成
し
た
も

の
を
先
日
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
い
う
形
で
ご
奉
納
戴
き
ま
し
た
。
と

て
も
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
部
員
の
皆
様
の
頑
張
り
が
結

実
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝

国
民
祭
典

１
１
月
９
日(

土)

天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
国
民
で
お

祝
い
申
し
上
げ
る
た
め
の
「
国
民
祭
典
」
が
皇
居
前
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
「
奉
祝
ま
つ
り
」
で
は
全
国
の
郷
土
芸
能
や

御
神
輿
が
華
や
か
に
繰
り
出
し
、
第
二
部
「
祝
賀
式

典
」
で
は
各
界
の
著
名
人
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
披
露
や
奉
祝
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
全
国
か
ら
６
万
人
を
超
え
る
人
が
参
加
し
て

天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

ま
た
氷
川
神
社
氏
子
青
年
会
の
皆
さ
ん
は
第
二
部
の

「
祝
賀
式
典
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団

創
立
５
０
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ―

１
２
月
１
０
日(

火)

小
松
原
庸
子
ス
ペ
イ

ン
舞
踊
団
創
立
５
０
周
年
記
念
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
参

加
し
て
き
ま
し
た
。(

於

ス
ペ
イ
ン
大
使

館)

日
西
両
国
で
長
年
に
渡
り
フ
ラ
メ
ン
コ

の
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
小

松
原
庸
子
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
の
功
績
に
敬

意
を
表
し
、
ホ
ル
ヘ
・
ト
レ
ド
駐
日
ス
ペ

イ
ン
大
使
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。
当
日

は
多
く
の
関
係
者
が
お
越
し
に
な
り
、
祝

福
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。演

者
の
皆
様

参
加
者
で
小
松
原
庸
子
ス

ペ
イ
ン
舞
踊
団
を
祝
福
し

ま
し
た

ご
挨
拶
を
さ
れ
る

小
松
原
庸
子
さ
ん

フ
ラ
メ
ン
コ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

奉祝演奏を披露する嵐の皆さん

多くの参加者で埋まった皇居前広場郷土芸能の披露

生
ギ
タ
ー
演
奏

～ＮＨＫ全国放送コンテスト～

ＮＨＫ全国放送コンテストは全国放送教育研究会連盟と日本
放送協会が主催する高等学校の生徒を対象とした放送のコンテ
スト。大きく分けて、アナウンス・朗読・テレビ番組・ラジオ
番組の各部門で審査が行われる。また、審査はないが校内放送
研究発表会として、研究発表が行われる。（かつては研究発表
部門として審査を行っていたが、現在は発表のみですべての学
校に研究奨励が贈られる)

１９５４年に第一回大会が行われ、２０１９年で６６回を数
える。地方大会で上位に入賞した個人・団体が東京のＮＨＫ
ホール国立オリンピック記念青少年総合センターで開かれる全
国大会で技を競い合う。

なお、１９８１年から１９８３年(第９回記念大会）まで行わ
れた中学招待部門を踏まえ、１９８４年よりＮＨＫ杯全国中学
校放送コンテストが開かれている。
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鳥
居
横
看
板
の
修
復

昨
夏
、
鳥
居
横
の
鉄
柵
を
除
去
し
、
磨
く
こ
と
に
よ
り

綺
麗
に
蘇
っ
た
氷
川
神
社
の
看
板
で
す
が
、
今
回
更
に
磨

き
上
げ
て
か
ら
、
さ
ら
に
塗
装
を
施
し
、
文
字
を
塗
り
な

お
し
ま
し
た
。
夜
間
用
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
施
し
ま
し
た
。

参
拝
者
が
最
初
に
見
る
氷
川
神
社
の
「
顔
」
と
も
い
え
る

看
板
が
修
復
し
た
こ
と
で
益
々
多
く
の
参
拝
者
が
お
越
し

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

先
々
代
宮
司

山
本
実
の
絵
画

先
日
、
氏
子
地
域
の
あ
る
方
よ
り
「
先
々
代
宮
司
か

ら
戴
い
た
絵
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
家
を
改
修
す
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
引
き
取
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
連
絡

を
戴
き
ま
し
た
。
確
か
に
先
々
代
宮
司
の
山
本
実
の
絵

画
で
し
た
。
貴
重
な
も
の
で
す
の
で
、
神
社
で
預
か
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
本
実
は
絵
画
が
得
意
で
絵
画

を
近
所
の
皆
様
に
配
布
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
高
円
寺
チ
ー
ム

に
よ
る
境
内
清
掃

１
２
月
２
１
日(

土) 

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド

高
円
寺
チ
ー
ム
の
皆
様
が
境
内
清
掃
に
お

越
し
に
な
り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
高
円
寺
チ
ー
ム
は
ゴ

ミ
拾
い
を
通
じ
て
、
高
円
寺
に
関
わ
る

様
々
な
人
を
つ
な
げ
て
、
地
域
を
盛
り
上

げ
る
為
に
活
動
さ
れ
て
ま
す
。

当
日
は
境
内
各
所
の
落
ち
葉
を
全
て
集

め
て
戴
き
ま
し
た
。
清
掃
終
了
後
は
、
神

社
の
由
緒
や
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

隅
々
ま
で
落
ち
葉
を

拾
っ
て
戴
き
ま
し
た

グ
リ
ー
ン
バ
ー
ド
高
円
寺

チ
ー
ム
の
皆
様

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

①2019年夏前：看板前に鉄柵があり看
板が見えにくい状態 ①

②
③

②2019年夏：看板前の鉄柵を除去し開
放的になりました

③2019年12月：看板を磨き、文字も塗
り直しました。

(

右)

今
回
引
き
取
っ
た
絵
画

(

下)

大
広
間
に
飾
っ
て
あ
る

「
式
年
遷
宮
」
の
模
写
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東
京
都
氏
子
青
年
協
議
会

令
和
元
年
度
忘
年
会

１
２
月
８
日(

日)

東
京
都
氏
子
青
年
協
議

会
の
忘
年
会
が
開
催
さ
れ
、
氏
子
青
年
会

と
共
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。(

於

東
武

レ
バ
ン
ト
ホ
テ
ル
東
京)

東
京
都
に
は
約
千
四
百
の
神
社
が
あ
り

ま
す
が
、
氏
子
青
年
会
を
単
位
組
織
と
し

て
抱
え
て
い
る
神
社
は
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
当
日
は
１
４
社
の
氏
子
青
年
会
が
参

加
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ど
こ
の

氏
子
青
年
会
も
昔
か
ら
の
伝
統
を
継
承
し

て
い
る
も
の
の
、
会
員
の
高
齢
化
問
題
は

加
速
し
て
お
り
、
若
返
り
は
喫
緊
の
課
題

の
よ
う
で
す
。
少
し
で
も
若
い
世
代
に
氏

子
青
年
会
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

ま
た
気
軽
に
入
会
し
や
す
い
よ
う
に
各
氏

子
青
年
会
も
知
恵
を
絞
り
行
動
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。

高
円
寺
氷
川
神
社
の
氏
子
青
年
会
も
昨

年
か
ら
若
返
り
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
益
々
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
く
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

一般の皆様、気象予報士の皆様によって選ばれた「一文字」

郷土芸能の披露

各氏子青年会はそれぞれの半纏
を着用して参加されました

副会長の加藤山葉さんが高円寺
氷川神社氏子青年会の自己紹介、
活動紹介をしました

中締めの挨拶は会長の由井営太郎
さんがされました

三本締めで盛会を
締めくくりました

令
和
元
年
の
一
文
字
は
？
！

日
本
気
象
協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
そ
の
年
の

気
象
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
企
画
が
昨
年
も
気
象
神

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
度
重
な
る
大
型
台

風
、
集
中
豪
雨
な
ど
が
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
、

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
し
た
。
昨
年
は
気

象
予
報
士
や
一
般
の
皆
様
に
よ
っ
て
「
災
」
「
台
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

一
方
、
気
象
神
社
と
し
て
「
虹
」
を
選
ば
さ
せ
て

戴
き
ま
し
た
。
昨
年
１
０
月
の
天
皇
陛
下
即
位
の
礼

の
日
、
天
皇
陛
下
が
高
御
座
に
登
場
し
た
瞬
間
、
大

雨
が
一
気
に
上
が
り
、
東
京
の
空
に
大
き
く
鮮
や
か

な
虹
が
現
れ
ま
し
た
。
令
和
の
時
代
で
は
、
悪
い
天

気(

出
来
事)

が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
り
、
良
い
虹
の
架
け

橋
が
出
来
上
が
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

即位の礼が始まると同時に大きな
鮮やかな虹が現れました

(

上)

気
象
神
社
と
し
て
「
虹
」
を
選
び
ま
し
た
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令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

①

②
③

年
末
の
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た

昨
年
末
に
令
和
元
年
最
後
の
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
代
会
で
は
昨
夏
初
め
て
斎

行
し
た
神
幸
祭
の
各
種
報
告
を
行
い
、
次
回

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

色
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ

ク
リ
ア
に
し
て
次
回
神
幸
祭
を
斎
行
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

✓ 庚申文化会 ： 浅井俊昭 戸塚 康司
✓ 北一丁目町会 ： 高田芳作 村中丈祐
✓ 北中央自治会 ： 山岸正博 高橋 捷泰
✓ 北二丁目町会 ： 槻木克美
✓ 中通町会 ： 藤森邦子 小泉好一
✓ 南五丁目町会 ： 本目春夫
✓ 緑ヶ丘町会 ： 中里勝 杉山幸一
✓ パル商盛会 ： 布澤好子
✓ 氷川町会 ： 藤崎明 西川正雄
✓ 南中央町会 ： 渡辺孝司 小暮幸一
✓ 氏子青年会 ： 由井営太郎 加藤山葉
✓ 総代会責任役員 ： 渡辺忠司 大河原章雄

大河原和雄

総
代
会
出
席
者(

敬
称
略
・
順
不
同)

１
２
月
１
６(

月)

日

高
南
宝
扇
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。(

於

座

高
円
寺)

宝
扇
会
か
ら
は
当
神
社
の
清
掃
業
務
に
対
し
て
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
宝
扇
会
と
知

り
合
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
こ
の
時
期
で

し
た
。
い
つ
も
元
気
な
皆
様
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
宝
扇
会
の
行

事
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
で
も
百
人
近
い
参
加
者
で
熱
気
に
溢
れ
、

歌
を
歌
っ
た
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ご挨拶をされる会長の
佐山朝子さん

盆
栽
飼
育
を
始
め
ま
し
た

今
般
、
神
社
で
盆
栽
飼
育
を
始
め
ま
し
た
。
氏
子
地
域

の
「
盆
栽
屋

ラ
ビ
ア
デ
ッ
ソ(

高
円
寺
南
４
丁
目)

」
の

店
主
で
あ
る
小
澤
克
己
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
季
節

に
応
じ
て
定
期
的
に
入
れ
替
え
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
飼
育
は
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
沢
さ

ん
の
協
力
を
戴
き
つ
つ
、
き
ち
ん
と
育
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

フラダンスを披露

盆栽屋 ラビアデッソ
☎ 03-3312-2468
住所 高円寺南4-22-1

店内には喫茶スペースがあ
り、コーヒーを楽しみつつ、
小澤さんが盆栽の“いろは”
をわかりやすくお話しして
くれます。

熱気あふれる盛会となりました

活発な意見交換が
なされました
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高南宝扇会による清掃植樹作業⑨
令和元年１２月１５日(日)

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

高
南
宝
扇
会
で
す
が
、
今
年
の
４
月

か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日
に
神
社
の
清

掃
な
ど
を
手
伝
っ
て
戴
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
４
月
に
始
ま
っ
て
九
回

目
の
今
回
は
境
内
清
掃
と
花
の
植
替

え
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
落
ち
葉

の
収
集
と
、
悪
天
候
で
枯
れ
て
し

ま
っ
た
一
部
の
花
の
植
え
替
え
を
し

て
戴
き
ま
し
た
。
寒
い
冬
で
も
育
つ

花
を
用
意
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
と
水
を
与
え
て
、
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
月
本
当

に
感
謝
し
て
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
宝
扇
会
の
皆
様
に
は
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
一
年
本
当
に
有
難
う
御
座
い
ま
す

大量の収穫を前に全員で記念撮影

今年一番の落ち葉の量でした

１
２
月
７
日(

土)

氏
子
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
境
内

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
始
め
た
も
の
で
日
頃

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
氏
子
の
皆
様
と
一
緒
に
神

恩
感
謝
を
示
し
つ
つ
、
境
内
清
掃
を
す
る
も
の
で
す
。

境
内
に
あ
る
大
銀
杏
大
木
の
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
落
ち

て
く
る
の
が
と
て
も
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
２
月
に

な
っ
て
か
ら
急
速
に
落
ち
始
め
て
、
清
掃
前
日
に
は
境

内
一
面
が
黄
金
に
輝
く
落
ち
葉
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
宝
扇
会
の
皆
様
を
中
心
に
て
き
ぱ
き
と
落
ち
葉

の
収
集
が
進
め
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
ゴ
ミ
袋
４
０

袋
程
度
の
落
ち
葉
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

清
掃
活
動
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
氏
子
の
皆
様

が
集
ま
り
、
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
こ
そ
肝
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
皆
様
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
行
事
を
考
え
て
、
確
実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
と
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
二
十
九
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
二
十
九
話
は
高
南
宝
扇
会
会
長
の
佐
山

朝
子
さ
ん
で
す
。

「
群
馬
～
東
京
へ
」

佐
山
朝
子

さ
や
ま

あ
さ
こ

縁
が
あ
っ
て
、
高
円
寺
の
佐
山
家
へ
嫁
い
で

４
７
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
嫁
い
で
最
初
の
１

０
年
間
位
は
、
家
族
で
実
家
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

帰
っ
て
い
ま
し
た
。
実
家
の
父
が
と
て
も
子
煩

悩
で
、
私
た
ち
が
帰
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
お
り
、
よ
く
電
話
が
あ
り
、
主
人
も
親
孝

行
と
思
い
、
暇
を
作
っ
て
は
、
実
家
に
行
く
よ

う
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
又
、
親
が
生
き
て
い

る
時
は
私
た
ち
も
ど
こ
へ
行
く
よ
り
も
楽
し
み

で
し
た
。
あ
る
時
は
、
今
は
亡
き
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
職
員
と
私
達
家
族
４
人

で
帰
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
普
通
の
事
だ

と
思
い
ま
す
が
、
実
家
の
両
親
が
歓
迎
し
て
く

れ
た
の
で
、
私
も
我
が
ま
ま
し
放
題
で
し
た
。

改
め
て
親
の
有
難
み
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

佐
山
家
に
嫁
い
で
か
ら
は
、
氷
川
神
社
は
と

て
も
身
近
な
存
在
で
し
た
。
考
え
て
み
ま
す
と
、

毎
年
元
旦
は
必
ず
家
族
全
員
で
一
緒
に
初
詣
に

氏名 ： 佐山朝子(サヤマアサコ)
生年月日： 昭和２４年６月２４日
出身地 ： 群馬県渋川市
血液型 ： Ａ型
趣味 ： 食べる事、食べ歩き
特技 ： 料理
座右の銘： 不言実行
高円寺お薦めスポット

： 気象神社
一言 ： 遠くの親せきより近くの他人

自己紹介

高
南
宝
扇
会
会
長

１０

出
か
け
、
先
代
の
山
本
宮
司
に
は
息
子
た

ち
の
お
宮
参
り
か
ら
始
ま
り
、
七
五
三
や

マ
ン
シ
ョ
ン
、
隣
の
一
軒
家
の
地
鎮
祭
と
、

ま
た
孫
三
人
も
お
宮
参
り
と
七
五
三
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
、
現
松

井
宮
司
に
は
最
後
の
孫
の
七
五
三
で
祈
祷

し
て
戴
き
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

二
代
に
渡
り
ご
縁
を
戴
き
ま
し
て
感
無
量

で
す
。
主
人
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
昔

は
お
祭
り
の
時
に
は
神
社
の
境
内
に
は
動

け
な
い
ほ
ど
の
屋
台(

夜
店)

が
出
て
い
て
夜

の
１
０
時
ま
で
や
っ
て
い
て
、
終
わ
る
の

を
待
っ
て
氏
子
青
年
会
の
仲
間
３
０
人
く

ら
い
で
境
内
の
清
掃
を
し
て
、
家
に
帰
る

の
が
夜
中
の
１
２
時
頃
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
お
祭
り
の
時
期
に
は
、
境
内
で
お
祭

り
の
太
鼓
練
習
や
高
南
長
寿
会(

宝
扇
会
の

母
体)

に
よ
る
盆
踊
り
の
練
習
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
も
主
人
に
頼
ま
れ
て
、
よ
く

オ
ー
ケ
ー
ス
ー
パ
ー
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。
今
と
な
っ
て
は

懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。
神
社
の
大
広
間

で
の
映
画
鑑
賞
会
や
高
南
長
寿
会
の
新
年

会
の
様
子
の
写
真
な
ど
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
ア
ル
バ
ム
に
残
っ
て
ま
す
。
嫁
い
で
き

て
間
も
な
く
地
域
の
氏
神
様
が
氷
川
神
社

で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
か
ら
人
生
の
節
目
に
は
必
ず
神
社

に
お
参
り
を
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
長

男
は
新
百
合
ヶ
丘
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
認

定
医
と
し
て
８
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る

院
長
と
し
て
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し

て
お
り
ま
す
。
次
男
は
３
代
目
で
佐
山
椅

子
製
作
所
を
継
い
で
く
れ
て
お
り
ま
す
。

息
子
夫
婦
た
ち
も
自
然
と
氷
川
神
社
を
身

近
に
感
じ
て
育
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

先
代
の
山
本
宮
司
か
ら
現
松
井
宮
司

に
代
替
わ
り
し
て
か
ら
は
、
宝
扇
会
と

の
付
き
合
い
が
一
段
と
深
く
な
り
、
現

松
井
宮
司
と
紺
谷
さ
ん
に
は
宝
扇
会
の

活
動
に
参
加
、
協
力
を
戴
い
て
お
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
紺
谷
さ
ん
の

歌
は
声
が
通
っ
て
素
晴
ら
し
く
宝
扇
会

の
皆
の
楽
し
み
に
な
っ
て
ま
す
。
ま
た

宝
扇
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
と
し
て

も
神
社
の
境
内
清
掃
、
花
植
え
、
ま
た

６
月
１
日
「
気
象
祭
」
や
ひ
な
祭
り
餅

つ
き
大
会
、
例
祭
な
ど
の
お
手
伝
い
を

積
極
的
に
協
力
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
秋
に

は
「
高
南
宝
扇
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が

東
京
都
か
ら
「
東
京
都
都
民
安
全
推
進
本
部

長
賞
」
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
嬉
し
い
と

同
時
に
恐
縮
を
し
、
今
ま
で
以
上
に
努
力
し

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

考
え
て
み
ま
す
と
、
防
犯
活
動
と
し
て
地
域

の
清
掃
や
公
園
、
緑
道
、
神
社
な
ど
の
花
壇

の
花
植
え
や
手
入
れ
、
管
理
な
ど
地
道
な
活

動
を
１
０
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
地

域
の
治
安
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
た
事
だ
と
考
え
て
ま
す
。
紺
谷
さ
ん
に
は

東
京
都
の
「
大
東
京
防
犯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
あ
た
り
、
日
頃
の

防
犯
活
動
の
写
真
提
供
な
ど
協
力
を
戴
き
ま

し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
継
続
は
力
な
り
」
で
家
族

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
仲
間
と
一
緒
に
、
い

つ
か
誰
か
の
模
範
に
し
て
も
ら
え
る
存
在
に

な
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
宝
扇
会
の
活
性
化

の
為
に
も
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

杉いき連の会合にて

宝扇会創立10周年記念
祝賀会で石原伸晃先生
と記念撮影

(左)東京都都民安
全推進本部長賞表
彰式会場で

宝扇会お花
見の会にて

宝扇会で歌唱
大会に参加

大東京信用組
合主催の旅行
にて
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★

こ
う
え
ん
じ
ん

★

～
第
三
十
話
～

氷
川
神
社
の
運
営
に
日
頃
か
ら
ご
協
力
戴

い
て
い
る
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
自
由

に
語
っ
て
戴
き
ま
す
。

題
名
の
「
★
こ
う
え
ん
じ
ん
★
」
は
「
こ

う
え
ん
じ(

高
円
寺)

」
と
「
じ
ん(

人)

」
を

組
み
合
わ
せ
た
言
葉(

題
名)

で
す
。

第
三
十
話
は
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振

興
協
会
理
事
長
の
久
保
田
潤
一
さ
ん
で
す
。

「
一
九
七
〇
年
代
氷
川
神
社
雑
感
」

久
保
田

潤
一

く
ぼ
た

じ
ゅ
ん
い
ち

一
九
七
〇
年
代
の
中
頃
だ
ろ
う
か
、
小
学
校
高
学

年
の
夏
休
み
終
盤
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
氷
川
神
社
の
縁

日
と
夜
の
阿
波
踊
り
で
あ
っ
た
。
昼
間
は
い
く
ら
小

学
生
と
は
い
え
、
子
供
神
輿
を
担
ぐ
事
は
当
然
の
こ

と
で
、
沢
山
の
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
り
、
何
故
だ
か

甘
い
麦
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
、
さ
く
っ
と
神
輿
を
担

ぎ
、
昼
間
の
部
の
終
了
と
な
る
。

い
ち
早
く
自
宅
に
帰
る
と
、
年
に
一
度
の
阿
波
踊

り
に
や
っ
て
く
る
母
方
の
祖
父
母
や
従
兄
弟
が
自
分

の
帰
り
を
今
か
と
ば
か
り
に
首
を
長
く
待
つ
ば
か
り

だ
っ
た
。
お
囃
子
の
音
が
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ

え
て
く
る
と
、
い
よ
い
よ
阿
波
踊
り
の
始
ま
り
で
す
。

大
人
は
見
物
に
、
子
供
達
は
元
よ
り
踊
り
に
は
興
味

が
な
く
、
気
持
ち
は
夜
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
、
氷
川

神
社
に
向
い
て
い
た
。
お
小
遣
い
を
手
に
握
り
し
め
、

屋
台
の
金
魚
す
く
い
や
カ
キ
氷
、
り
ん
ご
飴
や
焼
き

そ
ば
な
ど
を
食
べ
、
お
祭
り
を
堪
能
し
た
も
の
だ
っ

た
。
そ
う
し
て
い
る
間
に
夜
も
更
け
、
阿
波
踊
り
も

午
後
九
時
で
終
了
す
る
と
、
祭
礼
初
日
に
も
終
わ
り

氏名 ： 久保田潤一 (クボタジュンイチ)
生年月日： 昭和３３年２月１５日
出身地 ： 杉並区高円寺北
血液型 ： Ｂ型
趣味 ： 釣り
特技 ： 寝る事
座右の銘： 特になし
高円寺お薦めスポット

： 氷川神社
一言 ： これからもよろしくお願いします。

自己紹介

を
迎
え
る
。
自
宅
に
帰
り
、
テ
レ

ビ
を
見
た
り
し
て
い
る
と
、
こ
れ

は
例
年
の
事
で
あ
っ
た
が
、
夏
休

み
も
残
り
３
、
４
日
く
ら
い
し
か

な
い
こ
と
を
急
に
思
い
出
し
て
、

ぞ
っ
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
ジ
タ

バ
タ
考
え
た
と
こ
ろ
で
ど
う
に
も

な
ら
な
い
事
な
の
で
、
親
に
叱
ら

れ
な
が
ら
必
死
に
残
っ
た
宿
題
を

や
っ
た
こ
と
は
苦
い
想
い
出
で
あ

る
。高

円
寺
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
に

と
っ
て
の
氷
川
様
は
初
詣
に
始
ま

り
、
夏
の
お
祭
り
、
お
天
気
を
祈

り
た
い
時
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
神
頼
み
を
す
る
大
切
な

場
所
で
あ
る
。

私
は
丁
度
一
年
前
、
脳
梗
塞
で

倒
れ
、
左
半
身
不
自
由
に
な
っ
た

が
、
皆
さ
ん
の
助
け
を
得
な
が
ら

生
活
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

こ
れ
も
氷
川
様
を
中
心
に
心
温
か

い
高
円
寺
の
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
し
か
な
い

１１

東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り

振
興
協
会
・
理
事
長

令和元年東京高円寺阿波おどり開催前の安全祈願祭にて

令和２年１月吉日 第１６６号 (令和２年１月号)

～神社より～
今月は佐山さんと久保田さんを紹介させて

戴きました。佐山さんは高南宝扇会の会長を
務めており、持ち前の明るさと気配りで常に
メンバーの中心にいます。本当にこの一年は
お世話になりました。これからも宝扇会とは
共に活動していければと思います。久保田さ
んは伝統ある高円寺阿波おどりの実行部隊の
トップです。今や国内外より百万を超える観
衆が集まるようになった阿波踊りゆえ大変な
ことも多くあるかと思いますが、これからも
毎年楽しませてくれることを期待します。こ
れからも一人でも多く紹介していきたいので
ご協力をお願い申し上げます。
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ひ
か
わ
１
６
６
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
令
和
初
め
て
の
正
月

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
多
く
の
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
足
元
を
固
め
る

年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
地

道
に
し
か
し
、
確
実
に
神
社
の

運
営
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
「
悠
々
と
急
げ
」
の

精
神
を
意
識
し
て
、
関
係
者
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
大
切
に
し
て
、

地
道
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。 編

集
後
記

１２

🌸

お
知
ら
せ

🌸

ひ
な
祭
り
餅
つ
き
大
会

◆３月１日(日) 正午より
◆氷川神社境内にて
◆お餅と豚汁の提供(予定)

昨年のひな祭り餅つき大会の様子

◆
「
本
当
に
あ
っ
た
！
ご

利
益
あ
や
か
り
神
社
」
に

気
象
神
社
が
登
場

１
２
月
２
９
日(

日) 

フ
ジ
テ
レ

ビ
「
僕
ら
の
時
代
の
襷
３
」
に
気

象
神
社
が
登
場
し
ま
し
た
。

毎
年
年
末
に
開
催
さ
れ
る
「
富

士
山
女
子
駅
伝
」
を
紹
介
す
る
番

組
で
、
地
元
富
士
市
出
身
の
佐
野

瑞
樹
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
気
象
神
社

に
晴
天
祈
願
に
お
越
し
に
な
っ
た

様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
「
僕
ら
の
時
代
の
襷
３
」

に
気
象
神
社
が
登
場

１
月
５
日(

日) 

Ｂ
Ｓ
朝
日

「
本
当
に
あ
っ
た
！
ご
利
益

あ
や
か
り
神
社
」
に
気
象
神

社
が
登
場
し
ま
し
た
。

◆
「
グ
ッ
と
ラ
ッ
ク
！
」
に

気
象
神
社
が
登
場

１
月
１
３
日(

月) 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
グ
ッ
と

ラ
ッ
ク
！
」
で
気
象
神
社
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

気
象
予
報
士
の
根
本
美
緒
さ
ん
が
ご
参
拝
を
さ

れ
、
気
象
神
社
の
授
与
品
を
お
求
め
に
な
ら
れ

た
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
「
又
吉
直
樹
の
ヘ
ウ
レ
ー
カ
」

に
気
象
神
社
が
登
場
予
定

２
月
１
９
日(

水) 

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｅ
テ
レ

「
又
吉
直
樹
の
ヘ
ウ

レ
ー
カ(

２
２
時
～)

」

で
気
象
神
社
が
登
場

予
定
で
す
。
お
時
間

が
あ
れ
ば
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
佐
野
瑞
樹
さ
ん

が
気
象
神
社
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た

気
象
予
報
士
の
根
本
美
緒
さ
ん
が
気

象
神
社
に
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
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